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・alveolar の 構造 が 鐓密に み 之 う だ け で 根 本的 な 違 い は み ら れ な い 。

　　　　　　鞘 翅 類 幼 虫 の 腸 及び 体腔 に 寄生 する多 室牲 簾虫に つ い て　小幡謹
一

郎 （出石 高）

S・i、t．・Sf・・ 1
’
a 　c・ ・1・，Lv・ti・　n ．・p 版 稠 ば t・・ph 。・・ i〔 及 び sp 。 ・ 。 n 餌 ・ヒ・ ガ 独 科 ・）幼 虫 の 揚 管 に ・そ の

胞 i轂 ま 婀 室に り み 発 見 さ れ ろ 。 体 麟 生 り 多 室 陛 簇 虫 は 之 が 木 邦 で 掴 め て ℃ あ る・外 国 で 昆 虫書 生 の も り が 二

・三 種 発 見 され て い る が そ の 生活 史をよ不 明 で ．tsる 。 本種 は ・ p・ ・。 ZDlt か ら ・P・… t と tl・｝］二 虫 力； ・ss ・・i・ て・

す ろ 迄 は 中 ｝昜看 発 育 し，細 雇 外 成 長 を 行 5 。胞邏 並 に 垉子形成 は 体 聹内 で 行揖 しる G 胞嚢 は宿主後部 四 体卸

位 り鍛 に 集る th・．驥 や．勉．1−bl普通 の も の の 離 灘 に 発見 出 来 娯 ・．従 つ て そ の t｛外 へ の 灘 並 に 感染

は 宿 主 の 脱 皮 ヌ は 死 亡 黶 娩 こ よ つ て 行 わ れ う も の と考 えられ る 。 体 有 感 剿 よ し ない 様 で あ る D

　gametogeny 並 に sporOgony は 他 の 簇 虫 と 余 り 変 つ た 呈 は 見 ら れ ない が ，　 macrogamete は ギ ボ シ 型 ’

7 。 5 ”，micr ・g ・m ・亡・ ぱ 鸚 型 1こ 近 く，3xl3 。 ，　 ・p … ；罫 li円錘彩，僅 に 曲 つ て neo ・9−一］Op ・ 6〜7P
。

本種 は 向嚢 が 体聹 中 に 発 見 され る 事 と ，先房 の 襞 数 が 20 本 前後 も あ る 点 で 同属 り 銑 知 3 種 と羽瞭 に 区別 し

5 る 1，

問 細 泡内 生 灘 脈 全然 み られ な b・つ た ち 側 部働 　 答 ・p・・。・。it は そ の 先端 乃 み 勧 茸主 細 懸 こ つ

つ こ ん で 成 長 し細 庖内 に」陥 入 す る もの は み ら れ な い
。

　　　　　　　　邦 童 O ．bhryor ）
，Etis 属 の 簇 虫 に つ い て 　星 E 兵 罵 （山 口 大

・
教 育

・
生 ）

　裂 殖験虫類 αう11こ四 くy諏 ∫ 属 ｛り簇 虫は A 、Schnelder に ょ り て 発 見 報 告 さオL て 以 来 9 種 を 記録 さ れ て い

る が 、本邦 か ら に 粥 報 告 され て い な い 。 演者 ぼ 1950 年 か ら 鞘 翅 類 の 諸 種 を 検 して そ の TeBebribn ｛dae 　pt・

Cistelid．ae 科 及 び Nitidulidae科 の 6 種 が 寄生 され て い る こ と を 知 つ た ，

一そ の 中 Tenebrionidae 麺 に つ

く家 の 3 種 に つ き生 活 史等 の 種的 標鎌を 藻皆す ろ。

　】， （厨 削 Of ッ∫爵 o照 競 n ．　sp ．　 宿主．キ マ ワ リ （Pgesiophshalmrts　nigroc ）
janL ’us 　Motsch ）．

　2． 0 ．nisikiensis 　n 、　 sp ．　　　　 宿 主 ニ ジ ゴ ミ ム シ ダ マ シ ‘・4”tttctes　ltinttSi．oe 广 Marseui ）・

　3・ Oya “nagtttiensis 　n 、　 SP ．　　 宿主 ，エ ゲ リ ゴ ミ ム シ ダ マ シ （びVonia　latimc“ntts 　Kolbe ）．

　爾以 上 簇 虫類 D 新種 名 は 仮 称 とする D

　　宮 入貝 か ら見 出 さ れ た C’onchopftthirtis （繊毛 虫 1 の
一

新 種 に つ い て 　尾 崎佳 正 （広島大
・理 ・動 〕

　Cc　ncJr ．，pSlth厂 〜紛 kata．〉’a ηnae 　 n ，“sp 　 本 彊は 宮 人貝 （片山 員〕 Kata ／yt
’
tina 　nosophora の 外套 聹 に 寄 生 す る 。

体 ぱ 円盤 りこ℃ 稍 々 前後 に 長 く，前 後 径約 72 μ 左 有 菱約 50μ。倭端 か ら 約 ユ16 の 所 に 右倒豫 に 口 の 陷入 が

あ る 。
cytopharynX ぱ 潔 さ約 14

μ，） 体表 に は
一

定 の 排歹Elを した 繊毛 列 が あ つ て 同長 の 繊毛 が 生 じて い る e

大 霞 は 体 の 前 端 に 近 く 鑷在 し て 三 角形 を なす 。 小譲 は 大核 の 表 葱 二附着 して 存在す ろ 。 大 核は 1 個 に し て

25 × 11 μ 。
endoplnspi 　Ci大 陪の 前 方 で は 魂 聳 で あ る が 後方 ぐ乙 は 大 な ろ 食 泡を 多 数 持 つ て ¢ る 。 食 胞 の 中 に

は宿 主 の 血球 が 見 られ る 本饐 は 卷 貝 に 寄 生 す る 点，口 が 後端 に 近 くあ る こ と は 曙 ッ xof 而 ；！：ttl・rl に 似 て い る

が 、外 套 頃室に 寄 生 し大 核 が 1個 で あ る 点 よ り し て ConchoLp ！？thk ？i，s 属 に 君∫ しろ 近 い 。在 来 の 種 か ら は 口 の 位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

置 ， 大 咳 皇）位 置 cytephar ン
・nx の 購造等 で 区別 され る ．

　問　 （1｝食愉 奬が に つ 購進 に 比 べ て 大 き過 ぎ る も の が あ る か 。そ の 様 な 場 合攝食 時 の 厂1の 勵 きは ど 5 か 。

〔Z） ウ ニ 寄 生 7）も の で は 縫 含線 部 が i畢い て 概鐵 毛乃 裸 域 か 現 わ れ る 場 合 が あ る が ．こ の 種 の 牛 体観察 で は ど

うか o （河 部徹 ）　　答 　（1〕 口 わ 大 き さ 1こ 比 べ て 食 塊 が 大 きい 場 合，cytopharynx の 伸縮 も 考 え られ る が ，

叉 SUttoria フ）1及管 己 ／
）

nr
’
aitt 　L’ciftt7i が 躡取 され る 1昜 含の よ らに 貪 塊 フ）方 が 変形 ざ れ る 事も想像 ざ れ る e 但

し実際 フ）i聶食状態 り 観察VX．　th　tl行 つ て い な い e 　 〔2）縫 合線が 2 本か ちで き て い る際 そ の 聞隙に 変 化 が あ る

所 か ら 、開 く こ （： も あ ろ と 思 わ れ ろ 。
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